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千葉県における野生生物の現状

北　澤　哲　弥

千葉県生物多様性センター

１．はじめに

ちばの里山 ・ 里海ＳＧＡでは， 生態系サービス

の供給源となる生物多様性の変遷として， 千葉県

における生物相の変化についても既存情報の整

理を進めている （中村ほか， 2010）． 本稿では，

その基礎情報として， 千葉県および関東地域の

他都県の在来種 ・ 外来種 ・ 絶滅危惧種の種数

について整理したので， ここに報告する．

２．千葉県の生物分布

これまでにある程度高い精度で分布状況が調

べられている維管束植物と脊椎動物のうち哺乳

類， 鳥類， 爬虫類， 両生類， 汽水 ･ 淡水魚類

について， 千葉県内で確認されている種数を表 1

に示す．

これによると， 千葉県に分布している種数と全

国のそれとの比率は， 分類群によって異なり， お

よそ半数から６分の１程度である． 特に爬虫類や

両生類， 哺乳類は， 全国と比較して種数が少な

い． これは， 爬虫類や両生類では， 全国では琉

球列島などより温暖な地域に生息する種が多いこ

と， 哺乳類では千葉県に山地がないこと， などを

反映していると考えられる．  

３．在来生物と外来生物

各都県の在来種および外来種の種数を， 分類

群ごとにまとめた （表 2）．

在来種についてみると， 千葉県では， 維管束

植物と哺乳類の種数が他県と比較してやや少な

い． 維管束植物については， 最高峰が 400 ｍ

台と低く， 標高傾度が極端に小さいという千葉県

の特徴を反映して， ブナが分布しておらず， サ

サ属も生育種数が限られる （浅野 , 1975; 鈴木 , 

1978）． 哺乳類についても， 山が低く孤立してい

るためヤマネやオコジョ， ニホンカモシカ， ツキノ

ワグマなどが生息しないほか， 樹洞性のコウモリ

類が少ない （落合 , 2002） といった特徴がある．

また， 都市化が著しく進んでいる東京都． 区部．

においては， ほぼ全ての分類群の種数が少なく

なっている．

外来種についてみると， 外来の維管束植物は，

東京都． 区部．， 千葉県， 神奈川県で特に多い．

これは， 都市化の進行程度や， 港や空港など物

流の活発さなどを反映していると考えられる．また，

千葉県と神奈川県では， 外来の哺乳類も多い．

外来哺乳類の移入経路は， ペットの放逐 ・ 逸出

表１　 千葉県に分布する野生生物の種数．

（資料 ： 　財団法人千葉県史料研究財団， 2003a， b ； 谷城， 1999 ； 環境庁，

1988 ； 環境省自然環境局野生生物課編， 1993 ； 日本分類学会連合， 2003）
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あるいは飼育施設からの逸出が多い． 大都市に

隣接して自然が残存する千葉県や神奈川県で

は， 放逐 ・ 逸出によって野外に放たれる個体が

多く， 定着する環境も整っていたことが， 他県より

も外来哺乳類数が多くなった一因と考えられる．

分類群別にみると， いずれの都県においても汽

水 ・ 淡水魚類で外来種数が多い． この中には，

カダヤシやブラックバスのような国外外来種も含ま

表２ 関東地方における分類群別在来種 ・ 外来種数． 海棲種および遇産種を除く．

図１ 関東各県における外来植物の積算種数

の推移 （資料 ： 千葉県生物学会 , 1958; 

1975; 千葉県史料研究財団 , 2003a ； 群馬

県高等学校教育研究会生物部会群馬生物

教育研究会 , 1968; 群馬県高等学校教育

研究会生物部会群馬県植物誌改訂版編集

委員会 , 1987; 大森 , 2009; 神奈川県博物

館協会 , 1958; 神奈川県植物誌調査会 , 

1988; 2001; 伊藤 , 1998; 埼玉県教育委員

会 ・ 埼玉県科学教育振興会編 ,1962）．

図２ 年代別にみた千葉県の外来動物の積算種

数． （資料 ： 千葉県外来種対策 （動物）

検討委員会 ・ 千葉県環境生活部自然保護

課， 2007）．

・ 東京都 （区部） の維管束植物は， 23 区と北多摩を対象とする．

・ 数値の前のアスタリスクは在来種と外来種の合計値であることを示す．

・ 1) 鈴木ほか ,1981 ； 茨城県生活環境部環境政策課 ,2000

・ 2) 栃木県自然環境調査研究会植物部会 ,2003 ； 栃木県自然環境調査研究会哺乳類部会 ,2002 ； 栃木県自然環境調査研究会

鳥類部会 ,2001 ； 栃木県自然環境調査研究会両性爬虫類部会 ,2001 ； 栃木県自然環境調査研究会魚類部会 ,2001

・ 3) 群馬県高等学校教育研究会生物部会群馬県植物誌改訂版編集委員会編 ,1987 ； 大森 ,2009 ； 群馬県高等学校教育研究会

生物部会 「群馬県動物誌」 編集委員会編 ,1985 ； 群馬県 ,2002

・ 4) 伊藤 ,1998 ； 埼玉県環境部みどり自然課 ,2008

・ 5) 東京都環境保全局自然保護部 ,1998

・ 6) 千葉県史料研究財団 ,2003a ； 2003b ； 谷城勝弘 ,1999

・ 7) 神奈川県植物誌調査会編 ,2001 ； 神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館． 1995
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表 3 関東各都県における絶滅種 ・ 野生絶滅種および絶滅危惧種数．

表 4 関東各都県における在来種数に対する絶滅種 ・ 野生絶滅種および絶滅危惧種数の割合．

れるが， 琵琶湖産のアユに混入して放流されたワ

タカのような国内移入種が多く含まれており， こう

した漁業活動を反映している．

４．外来生物の推移

千葉県および神奈川県， 埼玉県， 群馬県の植

物誌をもとに， 外来植物の種数の推移を図１にま

とめた． 種数はいずれの県でも増加を続けている

が， 特に千葉県と神奈川県の増加が著しい． 神

奈川県は千葉県より早い時期から外来植物の種

数が多かった． これは， 調査頻度などの問題もあ

るが， 工業化や埋め立てなどによる自然の人工改

変が， 神奈川県では千葉県よりも早くから進んで

いたことも一因と考えられる．

千葉県において， 侵入年もしくは年代が明確に

なっている動物種について， その種数の推移を

図 2 に示した． 侵入年代が複数年代にわたる場

合は， 10 年単位の年代ごとに均等になるよう種数

・ 東京都 （区部） の維管束植物は， 23 区と北多摩を対象とする．

・ 1) 茨城県環境保全課 , 1997 ； 茨城県生活環境部環境政策課 , 2000

・ 2) 栃木県林務部自然環境課 ・ 栃木県立博物館 , 2005

・ 3) 群馬県 , 2002 ； 群馬県環境生活部自然環境課 , 2000

・ 4) 埼玉県環境防災部みどり自然課 , 2005 ； 埼玉県環境部みどり自然課 , 2008

・ 5) 東京都環境保全局自然保護部 , 1998

・ 6) 千葉県環境部自然保護課 , 2000 ； 千葉県環境生活部自然保護課 , 2009

・ 7) 高桑正敏 ・ 勝山輝男 ・ 木場英久 , 2006

・ 東京都 （区部） の維管束植物は， 23 区と北多摩を対象とする．

・ 数値は， 分類群別の絶滅 ・ 野生絶滅種数および絶滅危惧種数を各分類群の全在来種数で除した値． 単位％．． ただし，

数値の前のアスタリスクは， 外来種を含む全種数で除したことを示す．

・ データは表２， 表３に基づく．
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